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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

本 研究 は 、 近 年多 様 化 が 進む 教 材 用 裁縫 用 具 、 とり わ け 縫 い針 お よ び 指ぬ き の 形 態と 使 用 実 態に

着 目し 、 教 育 現場 に お け る手 縫 い 指 導の 改 善 に 資す る 基 礎 的知 見 を 得 るこ と を 目 的と し て 実 施し

た 。現 在 、 市 販さ れ て い る裁 縫 セ ッ トに は 、 従 来 の JIS 規 格に は 見 ら れな い 独 自 仕様 の 針 が 多く 含

ま れて お り 、 また 、 児 童 生徒 の 手 指 巧緻 性 の 個 人差 に よ り 、指 導 が 難 しい と い う 課題 が 報 告 され て

い る。 手 縫 い 針の 適 切 な 選択 は 指 ぬ きの 着 用 を 前提 と し 、 手指 の 長 さ に依 存 す る こと が 明 ら かに な

っ てい る が 、 現代 の 児 童 が使 用 す る 教材 の 実 態 につ い て は 統計 的 調 査 が不 足 し て いる 。 手 縫 いは 生

活 に不 可 欠 な 基礎 技 術 で あり 、 教 育 課程 に お け る成 功 体 験 の積 み 重 ね は苦 手 意 識 の軽 減 に 寄 与す る

こ とか ら 、 現 代の 学 習 者 に適 し た 裁 縫用 具 の 検 討が 求 め ら れて い る 。  

本 研究 で は ま ず、 教 材 用 裁縫 セ ッ ト とし て 販 売 され て い る 12 種 類 の 製 品を 収 集 し 、特 に 縫 い 針と

指 ぬき の 仕 様 を比 較 ・ 分 類し た 。 そ の結 果 、 多 くの 針 が JIS 分 類 に 該 当せ ず 、 最 も近 い も の は和 針

の 「木 綿 針 」 であ っ た 。 また 、 指 ぬ きは セ ル 巻 革タ イ プ の みが 確 認 さ れ、 そ も そ も同 梱 さ れ てい な

い 製品 も 存 在 した 。 こ れ らの 結 果 か ら、 現 行 の 教材 用 裁 縫 用具 は 和 裁 用具 を 基 盤 とし て 改 良 され て

い る可 能 性 が 示唆 さ れ た 。  

次 に、 教 員 養 成課 程 の 学 生を 対 象 に 、手 指 の 長 さと 手 縫 い に対 す る 意 識調 査 を 実 施し た 。 手 指の

長 さの 測 定 に は、 正 確 に 長さ を 計 る こと が で き るワ ー ク シ ート を 作 成 した 。 当 初 は、 指 ぬ き を着 用

し た状 態 で 、 手指 の 長 さ に適 し た 針 と教 材 に 含 まれ る 長 針 を用 い た 縫 い作 業 性 の 比較 を 計 画 して い

た 。し か し 、 家庭 科 教 員 から 「 現 場 では 指 ぬ き が十 分 に 活 用さ れ て い ない 」 と い う指 摘 が あ り、 ま

ず は指 ぬ き の 適合 性 や 非 使用 時 の 作 業性 を 把 握 する こ と を 優先 し た 。 宮崎 大 学 の 共同 研 究 者 およ び

宮 崎県 の 実 習 助手 と 協 議 し、 使 用 す る指 ぬ き 、 針、 布 の 種 類を 学 生 の 視点 か ら 精 査し た 。  

縫 い試 験 で は 、セ ル 巻 革 タイ プ と リ ング タ イ プ の指 ぬ き を 用い 、 針 は 学生 の 手 指 長か ら 「 木 綿針

第 9 号 」 を 基 本と し た 。 布に つ い て は、 教 材 用 縫い 練 習 布 、晒 、 新 モ スリ ン の 厚 さ・ 糸 密 度 ・剛 軟

性 を測 定 し 比 較し た 。 そ の結 果 、 一 般的 に 使 用 され る 晒 よ りも 、 新 モ スリ ン の 方 が縫 い 試 験 に適 し

て いる と 評 価 され た 。  

ま た、 学 生 に よる な み 縫 いの 実 施 で は、 セ ル 巻 革タ イ プ の 指ぬ き は 「 ずれ や す い 」「甲 に 当 て にく

い 」な ど の 理 由で 使 い に くい と の 意 見が 多 か っ た。 さ ら に 、指 ぬ き を どの 指 の ど の部 位 に 装 着す る

か を知 ら な い 学生 が 圧 倒 的に 多 く 、 指ぬ き 自 体 に抵 抗 を 感 じて い た こ とも 明 ら か とな っ た 。 しか

し 、和 裁 を 基 本と し た な み縫 い の 仕 方や 指 ぬ き の必 要 性 を 説明 し 、 布 から 針 を 引 き出 す 際 の 抵抗 に

つ いて 経 験 が ない か 尋 ね ると 、 学 生 は納 得 し た 表情 を 示 し 、指 ぬ き に つい て 教 育 の中 で ほ と んど 触

れ られ て こ な かっ た 実 態 が確 認 さ れ た。 一 方 で 、指 ぬ き を 使用 す る こ とで 針 を 押 し出 し や す いと 気

づ く学 生 も お り、 指 ぬ き への 抵 抗 感 には 個 人 差 が見 ら れ た 。縫 い 目 の 評価 に つ い ては 、 共 同 研究 者

よ り提 供 さ れ た専 用 ア プ リと ス キ ャ ナー を 用 い た画 像 処 理 によ り 、 客 観的 な 数 値 化を 行 う 方 針と し

た 。  

今 後の 課 題 と して 、 縫 い 作業 性 の 個 人差 を 踏 ま えた 評 価 基 準の 確 立 が 挙げ ら れ る 。ま た 、 今 回は

大 学生 を 対 象 とし た 予 備 的調 査 で あ った た め 、 今後 は 小 学 生か ら 高 校 生ま で の 手 指の 長 さ ・ 太さ の

計 測を 行 い 、 縫い 試 験 の 方法 を 確 立 した 上 で 本 調査 を 実 施 する 予 定 で ある 。 こ れ らの 成 果 を もと

に 、現 代 の 児 童生 徒 に 適 した 裁 縫 用 具・ 教 材 の 開発 と 提 案 につ な げ た い。  

【研究成果発表方法】 

日本家政学会第 77 回年次大会ポスター発表実施。 

東京学芸大学論叢として執筆中、今年度投稿予定。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


